
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報
４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
電
気
技
術
科
、
電
子
技
術
科
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
科
、
電
子
情
報
技
術
科
若

し
く
は
生
産
電
気
シ
ス
テ
ム
技
術
科
に
係
る
専
門
課
程
若
し
く
は
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
若
し
く
は
特
定
応

用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
専
門
課
程
若
し
く
は
応
用
課
程
又
は
特
定
専
門
課
程
若
し
く

は
特
定
応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
金
属
表
面
処
理
科
、
自
動
車
製
造
科
、
航
空
機
製
造
科
、
鉄
道
車
両
科
、
造
船
科
及

び
ク
レ
ー
ン
科
に
係
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学

科
若
し
く
は
専
攻
学
科
に
合
格
し
た
者
は
、
新
規
則
第
四
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
規

則
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
金
属
表
面
処
理
科
、
自
動
車
製
造
科
、
航
空
機
製
造
科
、
鉄
道
車
両
科
、
造
船
科
及
び

ク
レ
ー
ン
科
の
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
若
し

く
は
専
攻
学
科
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

（
受
験
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

厚
生
労
働
省
令
第
六
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
専

門
課
程
（
訓
練
期
間
三
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。）（
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
専
門
課
程
に
限
る
。）を
修
了
し

た
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
六
項
第
二
号
及

び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
第
六
項
第
四
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
専
門
課
程
（
訓
練

期
間
三
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生

労
働
省
令
第
六
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門
課

程
（
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
専
門
課
程
に
限
る
。）を
修
了
し
た
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
九
項
第
二
号
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
第
九

項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生

労
働
省
令
第
六
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
応
用
課

程
（
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
応
用
課
程
に
限
る
。）を
修
了
し
た
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
六
項
第
二
号
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
第
一
条
第
六

項
第
四
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
応
用
課
程
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
並
び
に
附
則
第
六
条
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
中
「
厚
生
労
働
省
」
を
「
厚
生
労
働
省
令
」
に
改
め

る
。

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省

令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
ロ
\
中
「
連
続
す
る
三
年
の
間
に
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
」
を
「
申
請
職
業
訓
練
を

行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
」
に
、「
修
了
者
の
う
ち

当
該
」
を
「
修
了
者
等
の
う
ち
当
該
」に
、「
就
職
し
た
者
及
び
自
営
業
者
と
な
っ
た
者
の
数
並
び
に
就
職
理
由
退
校
者
」

を
「
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）と
な
っ
た
者
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項
の
適
用
事
業
の
事
業
主
と
な
っ
た
者
」に
改
め
、

「
占
め
る
割
合
」
の
下
に「（
当
該
認
定
職
業
訓
練
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当

該
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
者
が
機
構
に
届
け
出
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」を「
以

下
同
じ
」
に
、「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
三
十
」
に
、「
百
分
の
五
十
」
を
「
百
分
の
三
十
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ

]
中
「
第
五
条
」
の
前
に
「
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
、」

を
加
え
、「
お
い
て
、
当
該
」を
「
お
け
る
当
該
」
に
改
め
、
同
号
ロ
^
を
削
り
、
同
号
ロ
_
を
同
号
ロ
^
と
し
、
同
号

リ
^
中
「
不
正
」
を
「
重
大
な
不
正
」
に
改
め
、「
認
め
た
者
（
」
の
下
に
「
当
該
認
定
の
取
消
し
又
は
同
項
各
号
列
記

の
事
項
へ
の
不
適
合
（
以
下
こ
の
^
に
お
い
て
「
認
定
の
取
消
し
等
」
と
い
う
。）が
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す

る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
認

定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に

よ
る
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮

し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、」を
加
え
、
同
号
リ
_
中
「
^
の
」
の
下
に
「
重
大
な
不
正
の
行
為

を
理
由
と
し
て
」
を
、「
し
な
い
者
（
」
の
下
に
「
当
該
認
定
の
取
消
し
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し

不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
認
定
の
取
消
し
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る

都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定

の
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に
よ
る

取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し

て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
認
定
の
取
消
し
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不

正
の
行
為
を
し
た
こ
と
以
外
を
理
由
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
認
定
の
取
消
し
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す

る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、」を
加

え
、
同
号
リ
`
中
「
^
の
」
の
下
に
「
重
大
な
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
」
を
、「
認
め
た
者
（
」
の
下
に
「
当

該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同

一
の
都
道
府
県
以
外
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事

項
へ
の
不
適
合
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
に

よ
る
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮

し
て
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て

組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
同
項
各
号
列
記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
認

定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
不
正
の
行
為
を
し
た
こ
と
以
外
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
同
項
各
号
列

記
の
事
項
へ
の
不
適
合
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た

認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、」を
加
え
、
同
号
リ
Ĝ
中
「
行
為
」
の
下
に「（
当
該
不
適
切
な
行
為
が

申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も

の
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
し
た
日
数
」
の
下
に「（
当
該
基
礎
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
一
部

の
み
を
受
講
し
た
日
（
当
該
基
礎
訓
練
の
一
実
施
日
に
お
け
る
訓
練
の
部
分
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受

講
し
た
日
に
限
る
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
に
当
該

一
部
の
み
を
受
講
し
た
日
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
日
数
を
加
え
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
）。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
以
上
の
者
」
の
下
に
「
又
は
当
該
基
礎
訓
練
を

受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当

該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
以
上
の
者
」
を
、「
期
間
の
数
」
の
下
に「（
当
該
基
礎
訓
練
を

受
講
し
た
特
定
求
職
者
等
が
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
当
該
基

礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
八
十
未
満
か
つ
当
該
基
礎
訓
練
を
受
講
し
た
日
数
の
当
該
基
本
奨
励
金

支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
基
礎
訓
練
の
実
施
日
数
に
占
め
る

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
三
号

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第

四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

›Ÿ
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